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日本語マニュアル

VENTILATION: For proper ventilation, allow 12" clearance from the nearest combustible surface.

All vents should have a minimum of 2" of free air space so air can ow thru the unit freely for proper cooling.

 MAX ®ベースアンプシリーズ

PEAVEYのMAXシリーズは、DDT™スピーカープロテクションと独自のトーンエンハンスメントを搭載し、
高品質なサウンド、優れたパフォーマンス性、比類無き信頼性を実現した、PEAVEYが世界に誇るベースアンプです。

PEAVEY独自の設計によるベースアンプコンボ MAX100, MAX150, MAX208, MAX250, MAX300は、
外部スピーカーに接続することなく驚異的な低音を生み出すローエンハンスメント機能を搭載。
EQセクションは3バンド構成となっており、PEAVEYの特許技術であるTransTubeテクノロジーを組み込んだ
チューブエミュレーション回路を採用。
また、スクープサウンドを生み出すコンタースイッチ、中音域のコントロール帯域を選択するミドルシフトスイッチ、
高音域をブーストするブライトスイッチをそれぞれ搭載。

このMAXシリーズは、まさにPEAVEYが技術進化よって世界中のベーシストから獲得し、
築き上げてきた信頼性に対するひとつの証ともいえるでしょう。

※MAX100, MAX150, MAX250, MAX300はクロマチックチューナー内蔵、
そして全モデル1/8" ヘッドフォンアウト、1/8" AUXインプット、XLRダイレクトアウトプット(グランドリフトスイッチ付)搭載。
MAX250はツイーター搭載。

【仕様】

・出力 : MAX 100 100W ・ MAX 150 150W ・ MAX 208  200W ・ MAX 250 250W ・ MAX 300 300W

・高品質スピーカー

・DDT™ スピーカープロテクション

・TransTubeゲインブースト搭載のゲインコントロール

・3バンドEQ

・オーバードライブ, コンター, ミドルシフト, ブライト, Kosmos-C スイッチ搭載

・グランドリフトスイッチ付きD.I. 機能

・AUXインプット用 1/8” ジャック

・ヘッドフォンアウト用 1/8” ジャック

・クロマチックチューナー搭載 (MAX208非搭載)

・独自設計の優れたキャビネット構造により、高音域のサウンドが分散することを抑制
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(1)アクティブ/パッシブピックアップ入力 

(2)ゲイン

(3)オーバードライブ

(4)ベース

(5)コンター

(6)ミドル

(7)ミドルシフト

(8)トレブル

(9)ブライトスイッチ

(10)ボリューム

(11)KOSMOS-C サブハーモニックジェネレーター

(12)クロマチックチューナー  ※MAX208には非搭載 

コントロールセクション
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本機のゲイン構造は異なるピックアップの種類(アクティブタイプ/パッシブタイプ)にも適応するように出来ています。
なお、パッシブ(PASSIVE)インプットは　アクティブ(ACTIVE)インプットよりもゲイン入力が10dB大きくなります。

本機のドライブ回路は、オーバードライブのスイッチをONした時もボリュームが変わらないように設計されていますが、
歪み具合はゲインノブの設定によって変化します。最初にゲインノブを調整して歪み具合を決め、次にボリューム(VOLUME)ノブで
任意の音量に設定することをお勧めします。この時、オーバードライブをオフにしても、クリーンの音量は同じレベルになります。

このノブでプリアンプセクションへ送る入力レベルを調整します。

このノブで中音域のトーンコントロールを行います(最大±15dBの調整が可能)。ノブがセンター位置でフラットとなります。

このスイッチを押すことにより、(6)のミドルノブで調整する周波数帯のセンター位置を選択します。
スイッチを押していない状態で600Hz、押した状態で250Hzとなります。

このノブで高音域のトーンコントロールを行います(最大±15dbの調整が可能)。ノブがセンター位置でフラットとなり、
コントロールする周波数帯のセンターは6KHz、-3dBのシェルフコーナー周波数は4KHzとなります。

このボタンを押すことにより、1KHzより上の周波数帯がブーストされます。
※ブースト量は(2)のゲイン値により異なります。（最大10dB）

このノブでアンプ全体の音量を調整します。

このKOSMOS-C ローエンハンスメントは、本来スピーカーでは再生されない、オクターブ下の倍音を擬似的に作り出すことにより、
より力強い低音を生み出します。この効果は入力された音によって異なります。
入力された音のインプットレベルが低い場合、この効果をあまり得られない場合があります。

(13)チューン/ミュートスイッチを押すことにより、クロマチックチューナーが起動します。
起動中、アンプからの音はミュートされます。
LED画面には弾いている音が表示され、低いまたは高い場合は赤いLEDが、合っている場合は緑色のLEDがそれぞれ点灯します。

このボタンを押すことにより、中音域がカットされ、低音域と高音域がブーストされたスクープサウンドになります。

このノブで低音域のトーンコントロールを行います(最大±15dBの調整が可能)。ノブがセンター位置でフラットとなり、
コントロールする周波数帯のセンターは50Hz、-3dBのシェルフコーナー周波数は100Hzとなります。



本体背面 

(13) チューン/ミュートスイッチ ※MAX208には非搭載 
このスイッチを押すことにより、クロマチックチューナーが起動します。

本体の電源オン/オフを行います。
(14)パワースイッチ
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付属の電源コードを接続します。必ず付属の電源コードをご使用ください。また、使用前にアースを取り付けてください。
なお、付属されていない電源コードを使用し、故障が生じた場合、保証期間内修理の対象外となりますので、予めご了承ください。

(15)AC電源インレット

スピーカーケーブルとアンプを接続する際に使用します。
このジャックは1/4" コネクターとツイストロックコネクターの両方に使用することが出来ます。
本機の最小ロードインピーダンスは8Ωとなります。

(17)スピーカーアウトプットジャック

別売りのフットスイッチ(製品No,03022910)をこのジャックに接続することにより、
オーバードライブ機能とミュート機能をコントロールすることができます。

(18)フットスイッチジャック

ヘッドフォンを接続してモニタリングする際に使用します。
接続する際は1/8”コネクターのものをご使用ください。 

(19)ヘッドフォンアウトプット

外部機器(CDプレイヤーやMP3プレイヤー)をアンプと接続する際に使用します。接続する際は1/8”コネクターのものをご使用ください。
電源をオンにしたまま接続すると大きなノイズが発生することがあります。
外部機器を接続する際は、必ず電源をオフの状態で行ってください。

(20)AUXインプット

【注意】
アンプの電源をオンにしている間は、このスイッチを絶対に動かさないでください。
もし異なる電圧を選択した場合は、シャーシの背面部に記載されている適切な数値通りのヒューズに必ず交換してください。

このセレクタースイッチを使用することにより、異なる電圧の地域でもアンプを使用することが出来ます。
初めて本機に電源を接続してご使用になる前に、このスイッチが使用する地域の電圧に適した設定になっているかを必ずご確認ください。

日本国内で使用する際は、[100-120V]が選択されていることをご確認ください。
なお、日本国内で正規輸入品を購入し、海外への渡航先で故障が生じた場合、保証期間内修理の対象外となりますので、予めご了承ください。

(16)ライン ボルテージ セレクト スイッチ



(21)バランスド ダイレクトインターフェース
ミキシングコンソールや外部パワーアンプ、レコーディング機器と接続する際にこのXLRアウトプットを使用します。
新たに増設されたこの回路は、ノイズレスなサウンドを出力します。

(22)DI グランドリフトスイッチ
このスイッチは、ミキシングコンソールなどの外部機器と、アンプ間のグランドループによって発生するハムを解消するために使用します。

(23)エフェクトループ
センド(SEND)ジャックとリターン(RETURN)ジャックを外部エフェクターと接続し、エフェクトループとして使用します
（センドジャックからはアンプのEQセクションを通った音が出力されます)。
使用方法は、センドジャックと外部エフェクターのインプット、リターンジャックと
外部エフェクターのアウトプットをそれぞれ接続します。
またこのセンドは(アンバランスの)プリアンプアウト、リターンはパワーアンプのインプットジャックとしてそれぞれ使用することが出来ます。



POWER CONSUMPTION:
 (1/8 rated power, 1KHz sine wave)
 120vac/60Hz, 230vac/50Hz
 
MAX 208 = 33W
MAX 100 = 50W
MAX 150 = 33W
MAX 250 = 63W 
MAX 300 = 78W
 
POWER AMPLIFIER:
(Rated Power)--Continuous RMS

(1% THD, 1KHz sine wave, nominal line)

MAX 100 = 60 W (rms)  into 8 ohms
MAX 150 = 120 W (rms) into 4 ohms
MAX 250 = 150 W (rms) into 4 ohms
MAX 300 = 200 W (rms) into 3 ohms
MAX 208 = 120 W (rms) into 4 ohms

PRE-AMPLIFIER:
Maximum Input Sensitivity:
(PRE GAIN = 10, LOW/MID/HIGH = 5, VOLUME = 10, all voicing switches defeated)
      
Passive Input 11mV / -36.95dBu 30mV / -28.24dBu 40mV / -25.74dBu
Active Input same as passive  90mV / -18.70dBu 110mV / -16.95dBu
Auxiliary Input 420mV / -5.32dBu 900mV / 1.3dBu  1.0V / 2.22dBu

Nominal Input Sensitivity:
(PRE GAIN = 5, LOW/MID/HIGH = 5, VOLUME = 5, all voicing switches defeated)
 
Passive Input 290mV / -8.53dBu 400mV / -5.74dBu 500mV / -3.8dBu
Active Input same as passive  1.10V / 3.05dBu  1.40V / 5.14dBu
Auxiliary Input same as maximum 1.80V / 7.32dBu  2.10V / 8.66dBu
 
Headphone Output:
 (Mono)
50mW x 2 into 8-ohm minimum load

Direct Interface (DI):
Pre-EQ, unity buffer
Output Signal Level = Input Level ‒ 10dB
Noise Floor = 0.95mV(rms) = -78dBu
 

Dimensions:
(HxWxD)
Max 100 ‒ 18.0”x15.7”x13.2” ‒ 23.8lb
Max 150 ‒ 19.0”x16.5”x14.2” ‒ 29.2lb
Max 208 ‒ 23.2”x12.3”x13.2” ‒ 32.2lb
Max 250 ‒ 22.8”x19.4”x16.2” ‒ 44.4lb
Max 300 ‒ 22.8”x19.4”x16.2” ‒ 46.4lb

仕様
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